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平成17年11月29日  

各  位 
会 社 名 株式会社リーガルコーポレ－ション

代表者名 代表取締役社長   伊藤 利男

(JASDAQ・コード７９３８)
問合せ先 常務取締役管理本部長 室 山 勝

Ｔ Ｅ Ｌ  ０３－４５５５－５００５ 

 

 

平成18年3月期 中間決算短信(連結)の一部訂正について 
 

平成 18年 11月 25日付で発表いたしました「平成 18年 3月期中間決算短信(連結)」について、中

間連結キャッシュ・フロー計算書に一部誤りがありましたので、下記のとおり訂正いたします。 

なお、訂正箇所は   を付しております。 

 

記 

 

１．「平成18年3月期中間決算短信(連結)」(1ページ) 
 

(3) 連結キャッシュ･フローの状況(訂正前) 

 
営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高

 
17年9月中間期 
16年9月中間期 

         百万円 
     △ 703 
     △ 486 

          百万円 
      △ 209 
      △ 110 

          百万円 
         598 
          31 

          百万円 
       1,877 
       1,968 

17年3月期         729       △ 278       △ 893        2,090 
 
 
 
 
 
(3) 連結キャッシュ･フローの状況(訂正後) 

 
営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高

 
17年9月中間期 
16年9月中間期 

         百万円 
     △ 697 
     △ 486 

          百万円 
      △ 214 
      △ 110 

          百万円 
         598 
          31 

          百万円 
       1,877 
       1,968 

17年3月期         729       △ 278       △ 893        2,090 
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２．「平成18年3月期中間決算短信(連結)」(8ページ) 
（２）財政状態(訂正前) 

 

当中間連結会計期間のキャッシュ・フローについては、営業活動により703百万円減少、投資活動により

209百万円減少し、財務活動により598百万円増加、また換算差額１百万円の増加と連結子会社増加に伴う

100百万円の増加があり、この結果、現金及び現金同等物は、212百万円の減少となり、中間期末残高は1,877

百万円(前年同期比4.6％減)となりました。 

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動によるキャッシュ・フローは、△703百万円と、前年同期と比べ216百万円の減少となりま

した。 

主な要因としては、たな卸資産の増加額が前年同期と比べて減少したことなどの増加要因もありま

したが、仕入債務と割引手形が前年同期と比べて大幅に減少したことや税金等調整前中間純損失が前

年同期と比べて272百万円増加したことなどによるものであります。 

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動によるキャッシュ・フローは、△209百万円と、前年同期と比べ99百万円の減少となりまし

た。 

主な要因としては、小売店舗出店等の有形固定資産の取得による支出が前年同期に比べて46百万円

増加したことと連結子会社出資金の支払による支出が60百万円生じたことなどによるものであります。 

 

（２）財政状態(訂正後) 

 

当中間連結会計期間のキャッシュ・フローについては、営業活動により697百万円減少、投資活動により

214百万円減少し、財務活動により598百万円増加、また換算差額１百万円の増加と連結子会社増加に伴う

100百万円の増加があり、この結果、現金及び現金同等物は、212百万円の減少となり、中間期末残高は1,877

百万円(前年同期比4.6％減)となりました。 

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動によるキャッシュ・フローは、△697百万円と、前年同期と比べ211百万円の減少となりま

した。 

主な要因としては、たな卸資産の増加額が前年同期と比べて減少したことなどの増加要因もありま

したが、仕入債務と割引手形が前年同期と比べて大幅に減少したことや税金等調整前中間純損失が前

年同期と比べて272百万円増加したことなどによるものであります。 

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動によるキャッシュ・フローは、△214百万円と、前年同期と比べ104百万円の減少となりま

した。 

主な要因としては、小売店舗出店等の有形固定資産の取得による支出が前年同期に比べて51百万円

増加したことと連結子会社出資金の支払による支出が60百万円生じたことなどによるものであります。 

 



ファイル名:(訂正)0509短信（連結）.doc 更新日時:11/29/2005 1:34:00 PM 印刷日時:05/11/29 13:35 

―  ― 3

３．「平成18年3月期中間決算短信(連結)」(14ページ) 
④ 中間連結キャッシュ・フロー計算書(訂正前) 

 

  
前中間連結会計期間 

(自 平成16年４月１日

至 平成16年９月30日)

当中間連結会計期間 

(自 平成17年４月１日 

至 平成17年９月30日) 

前連結会計年度 

(自 平成16年４月１日

至 平成17年３月31日)

区分 
注記

番号
金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   
１ 税金等調整前当期純利益 

又は税金等調整前中間純損失(△) 
 △22 △295 746

２ 減価償却費  118 153 249

３ 連結調整勘定償却額  ― ― 5

４ 無形固定資産償却額  1 ― 2

５ 長期前払費用償却額  22 16 47

６ 貸倒引当金の減少額  △40 △68 △98

７ 賞与引当金の増加額(△減少額)  4 △7 3

８ 退職給付引当金の増加額(△減少額)  △5 △174 28

９ 受取利息及び受取配当金  △10 △12 △13

10 支払利息  130 114 250

11 有形固定資産除却損  10 34 10

12 投資有価証券売却益  ― △0 △194

13 投資有価証券評価損  ― 0 ―

14 持分法による投資利益  △78 △96 △153

15 売上債権の減少額  1,592 1,772 22

16 たな卸資産の増加額  △894 △209 △11

17 仕入債務の減少額  △760 △1,298 △54

18 未払消費税等の減少額  △122 △34 △63

19 破産更生債権の減少額  13 64 142

20 その他資産の増加額  △62 △53 △54

21 その他負債の減少額  △127 △33 △15

22 割引手形の増加額(△減少額)  △121 △438 116

小計  △353 △566 968

23 利息及び配当金の受取額  28 30 31

24 利息の支払額  △129 △117 △247

25 法人税等の支払額  △31 △48 △23

営業活動によるキャッシュ・フロー  △486 △703 729

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

１ 有形固定資産の取得による支出  △92 △139 △252

２ 投資有価証券の取得による支出  △9 △9 △281

３ 投資有価証券の売却による収入  ― 0 253

４ 連結子会社出資金の支払による支出  ― △60 ―

５ 貸付金の回収による収入  1 1 2

６ その他  △9 △3 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー  △110 △209 △278

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

１ 短期借入金の純増加額(△純減少額)  611 699 △458

２ 長期借入れによる収入  ― 500 700

３ 長期借入金の返済による支出  △579 △600 △1,133

４ その他  △1 △0 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー  31 598 △893

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額  ― 1 ―

Ⅴ 現金及び現金同等物の減少額  △565 △312 △443

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  2,533 2,090 2,533

Ⅶ 連結子会社増加に伴う現金及び現金同等物の増加額  ― 100 ―

Ⅷ 現金及び現金同等物の中間期末(期末)残高  1,968 1,877 2,090
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④ 中間連結キャッシュ・フロー計算書(訂正後) 

 

  
前中間連結会計期間 

(自 平成16年４月１日

至 平成16年９月30日)

当中間連結会計期間 

(自 平成17年４月１日 

至 平成17年９月30日) 

前連結会計年度 

(自 平成16年４月１日

至 平成17年３月31日)

区分 
注記

番号
金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   
１ 税金等調整前当期純利益 

又は税金等調整前中間純損失(△) 
 △22 △295 746

２ 減価償却費  118 124 249

３ 減損損失  ― 19 ―

４ 連結調整勘定償却額  ― ― 5

５ 無形固定資産償却額  1 ― 2

６ 長期前払費用償却額  22 16 47

７ 貸倒引当金の減少額  △40 △68 △98

８ 賞与引当金の増加額(△減少額)  4 △7 3

９ 退職給付引当金の増加額(△減少額)  △5 △174 28

10 受取利息及び受取配当金  △10 △12 △13

11 支払利息  130 114 250

12 有形固定資産除却損  10 48 10

13 投資有価証券売却益  ― △0 △194

14 投資有価証券評価損  ― 0 ―

15 持分法による投資利益  △78 △96 △153

16 売上債権の減少額  1,592 1,772 22

17 たな卸資産の増加額  △894 △209 △11

18 仕入債務の減少額  △760 △1,298 △54

19 未払消費税等の減少額  △122 △34 △63

20 破産更生債権の減少額  13 64 142

21 その他資産の増加額  △62 △53 △54

22 その他負債の減少額  △127 △33 △15

23 割引手形の増加額(△減少額)  △121 △438 116

小計  △353 △561 968

24 利息及び配当金の受取額  28 30 31

25 利息の支払額  △129 △117 △247

26 法人税等の支払額  △31 △48 △23

営業活動によるキャッシュ・フロー  △486 △697 729

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

１ 有形固定資産の取得による支出  △92 △144 △252

２ 投資有価証券の取得による支出  △9 △9 △281

３ 投資有価証券の売却による収入  ― 0 253

４ 連結子会社出資金の支払による支出  ― △60 ―

５ 貸付金の回収による収入  1 1 2

６ その他  △9 △3 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー  △110 △214 △278

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

１ 短期借入金の純増加額(△純減少額)  611 699 △458

２ 長期借入れによる収入  ― 500 700

３ 長期借入金の返済による支出  △579 △600 △1,133

４ その他  △1 △0 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー  31 598 △893

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額  ― 1 ―

Ⅴ 現金及び現金同等物の減少額  △565 △312 △443

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  2,533 2,090 2,533

Ⅶ 連結子会社増加に伴う現金及び現金同等物の増加額  ― 100 ―

Ⅷ 現金及び現金同等物の中間期末(期末)残高  1,968 1,877 2,090

   

 


